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◦表紙の “Glistening water,smiling faces and a comfortable town to live. Masaki.”は
　キャッチフレーズの「水きらめき 笑顔あふれる ライフタウン・まさき」です。

人
は
一
人
で
は
生
き
て
ゆ
け
ま
せ
ん
。

誰
か
に
支
え
ら
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
、
そ
れ
が
隣
近
所
や
自
治
会
で
し
た
。

し
か
し
、
社
会
環
境
の
変
化
は
、
人
間
関
係
を
希
薄
に
し
、

か
つ
て
の
「
支
え
合
い
」
は
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
８
月
、
全
国
で
相
次
い
だ
所
在
不
明
高
齢
者
問
題
。

地
域
の
つ
な
が
り
だ
け
で
な
く
、

家
族
の
き
ず
な
ま
で
薄
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
実
。

こ
の
ま
ち
で
健
や
か
に
老
い
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
仕
組
み
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
社
会
を
つ
く
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

確
か
な
こ
と
は
、「
今
」
の
延
長
線
上
に
未
来
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

こ
の
ま
ち
で
年
を
重
ね
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

Masaki
　Special edition

   家族のきずな　
　 
　

表紙
高齢者見守り推進員の沖峰子さ
んと、お隣に住む沖サヨ子さん。
時間を見つけてはサヨ子さんの
家に集まり、会話を楽しむお二
人です。

　筒井に住む松本さんファミリー。家族全員が
おちゃめで仲良し、４人そろえば笑顔が絶えま
せん。「人を思いやり、元気に育ってくれたらそ
れだけで十分」というご夫婦の願い通りに、海
璃くんも梨音ちゃんも成長しています。
　「海璃は、お手伝いをたくさんしてくれます。
最近は、パパのお弁当の卵焼きを作ってくれま
す。梨音は、おやつのドーナツが３つしかなかっ
たとき、４人でじゃんけんをして、わたしが負
けて悲しそうな顔をしていたら、『半分あげよう
か』って言ってくれて。とってもやさしい子ども
たちです」と綾さんはにっこり。そんな綾さんの
ことを「しっかり家を守ってくれて、やりくり上手
なママ。だから家族でいろいろなところに旅行
に行けます」と秀昭さんはうれしそう。
　「いろいろなことに挑戦して、壁にぶち当たっ
ても、最後まであきらめない子に育ってほしい
です」と、これからの子どもたちの成長を楽し
みにしていました。
　次回は、綾さんのママ友、高瀬実千代さん
家族をご紹介します。

松本  秀昭さん  綾さん

　       海璃くん  梨音ちゃん  
◦ PROFILE
まつもと・ひであき　松山市出身。松前に住んで 6 年。
　趣味はイカ釣り。36 歳。
まつもと・あや　東温市出身。趣味は旅行、スノーボ
　ード、ソフトバレー。34 歳。
まつもと・かいり　小 2。好きな教科は音楽。将来の
　夢はお寿司屋さん。
まつもと・りのん   4 歳。将来の夢は美容師。

皆さんから友人知人の家族をリレーで
つないで紹介するコーナーです。お誘
いが来たらぜひ登場してくださいね。
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102 歳の高宮ミツヱさんを白石町長が訪問、
記念品などを贈って長寿を祝いました（玉泉）
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属
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
地
元
で
や
り

た
か
っ
た
田
辺
さ
ん
。
仲
間
に
声
を
掛

け
、
地
元
に
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　

 

「
年
と
っ
た
人
の
チ
ー
ム
を
つ
く
る

の
は
容
易
じ
ゃ
な
い
。
で
も
、
や
っ
ぱ

り
松
前
の
人
や
ね
。
優
し
く
て
、
面
白

い
け
ん
。
ど
ん
ど
ん
人
が
集
ま
っ
て
く

れ
た
ん
よ
。
こ
の
チ
ー
ム
の
輪
は
日
本

一
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

　

松
前
町
に
は
、
田
辺
さ
ん
の
よ
う
に

夢
中
に
な
れ
る
も
の
や
「
生
き
が
い
」

を
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

　

田
辺
さ
ん
と
ソ
フ
ト
の
出
合
い
は
40

歳
。
ソ
フ
ト
の
楽
し
さ
が
増
す
だ
け
で

な
く
、
そ
こ
か
ら
ど
ん
ど
ん
人
の
輪
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

田
辺
さ
ん
は
「
老
後
」
を
意
識
し
て

始
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
最

年
長
選
手
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
現
役
で

輝
い
て
い
ま
す
。

　

今
、
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
未
来
に
、

老
後
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
描
い
て
い
ま

す
か
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
ど
う
過
ご
し

て
い
ま
す
か
。

助けられていて。本当にありがたいで
す」と話します。「わたしはわがままや
のに。二人は本当に優しくしてくれて。
涙が出るほどうれしい」とアサ子さん。
　今、楽しみにしていることは、月に
1 回孫と一緒に食事をすることと、週
に 6 日通っているエンゼルで折り紙を
すること。手先が器用で、昔はよく
近所の子が裁縫を習いに来ていたそ
うです。

足の不自由さを本当に分かってくれ
ない人がいると、はがゆくて。山本さ
んは自然に支えてくれるので安心で
す」と稲田さんはにっこり。
　「わたしはそのステキな笑顔をみら
れるとうれしいです。こっちまで元
気になれます。転ばないように気を
付けてくださいね」と気遣う言葉に、
稲田さんはやさしい表情でうなずい
ていました。

　昔から活動的だったアサ子さん。石
手寺参りにゲートボール。友達と一緒
にいろいろなことを楽しんできました。
　そんなアサ子さんですが、操さんは

「子どもをよう見てくれました。小児ぜ
んそくだった子を、わたしがつい怒って
しまうと『西も東も分からん子どもを
怒らんでもいい』って一晩中抱っこした
り、おんぶしたり。昔から助けられて
きました。年をとった今でも、元気で

　「足が悪くて手紙を出しに行くのが
大変で。山本さんが来てくれたとき
にお願いしています」と、稲田さん
は推進員の山本さんをとても頼りに
しています。「最初は遠慮してたけど、
今は部屋に上がらせてもらって」と
話す山本さんに「それがありがたい
んよ。寒いときはベットで寝ているか
ら、上がって声掛けしてくれると助か
るの。大変ねとは言ってくれるけど、

優華ちゃん  鈴風ちゃん  裕里ちゃん　 おばあちゃんに
なったら、自分の孫を連れて公園や海で遊び
たいです。いつもニコニコ、みんなに優しい
おばあちゃんになって、長生きしたいな。

隼士さん  サッカーと釣りをしながら、元気に
のんびり暮らしたいです。　寛子さん　子ども
のために今から手芸を始めようと思っている
ので、老後も続けて楽しみたいです。

ろ
う
と
い
う
と
き
に
参
加
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
行
っ
て
み
た
ら
20
代
の
若
い
人
ば

か
り
。
恥
ず
か
し
く
て
帰
ろ
う
と
し
た

ら
、
総
代
さ
ん
に
『
若
い
人
の
と
こ
ろ

に
年
寄
り
が
お
る
ん
が
い
い
ん
よ
。
田

辺
さ
ん
、
指
導
し
て
や
』
っ
て
声
を
掛

け
ら
れ
て
」。
気
が
つ
け
ば
ソ
フ
ト
に

夢
中
で
し
た
。

　

当
時
、
松
前
に
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
な

く
、
田
辺
さ
ん
は
松
山
の
チ
ー
ム
に
所

　
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
わ
た
し
に
と
っ

て
命
。
そ
れ
ぐ
ら
い
愛
し
て
い
ま
す
」

　

月
曜
日
は
北
条
で
、
火
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
は
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
重
ね
る
、
徳
丸
の

田
辺
伊
佐
夫
さ
ん
（
79
）。

　

松
前
町
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
監
督
で
あ
り
、
最
年
長
選
手

で
す
。

　

ソ
フ
ト
を
始
め
た
の
は
40
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
。
徳
丸
地
区
に
チ
ー
ム
を
つ
く

　

大
間
の
郷
田
ア
サ
子
さ
ん
。
明
治
43

年
生
ま
れ
の
１
０
０
歳
で
す
。

　
「
若
い
子
が
『
明
治
生
ま
れ
で
こ
ん

な
に
元
気
な
人
は
初
め
て
』
っ
て
言
う

ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、
ア
サ
子
さ

ん
を
支
え
る
娘
の
操
さ
ん
。

　
「
も
う
１
０
０
歳
？
」
と
、
自
分
で

も
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
表
情
で
尋

ね
る
ア
サ
子
さ
ん
に
、「
そ
う
１
０
０

歳
。
す
ご
い
こ
と
や
ね
」
と
優
し
く
ほ

ほ
笑
む
操
さ
ん
の
夫
、
光
生
さ
ん
。

　

松
前
町
に
住
む
１
０
０
歳
以
上
の
人

は
24
人
（
８
月
末
日
現
在
）。
環
境
は

多
様
で
す
が
、
郷
田
さ
ん
宅
の
よ
う
に

家
族
と
過
ご
す
人
が
大
半
で
す
。

　

一
方
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
川
原
の
稲
田
緑
さ
ん
（
89
）
も
そ

の
一
人
。
松
前
町
に
は
、
そ
ん
な
一
人

暮
ら
し
の
人
を
定
期
的
に
訪
問
す
る

「
高

※

齢
者
見
守
り
推
進
員
」
が
い
ま
す
。

山
本
多
美
惠
さ
ん
は
稲
田
さ
ん
を
担

当
。
稲
田
さ
ん
は
「
毎
週
月
曜
日
が
楽

し
み
。
い
つ
も
気
持
ち
よ
く
行
動
し
て

く
れ
て
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
最
高
の

人
」
と
に
っ
こ
り
。
二
人
の
相
性
は
抜

群
で
す
。

　

時
代
や
社
会
が
変
わ
っ
て
も
「
支
え

合
い
」
は
不
可
欠
。
松
前
町
に
は
、
ま

だ
ま
だ
家
族
の
き
ず
な
や
地
域
の
つ
な

が
り
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の

周
り
は
ど
う
で
す
か
。

教えて　あなたの理想の老後

左から

渡邉　優
ゆ う か

華ちゃん（小３）

渡邊　鈴
す ず か

風ちゃん（小３）

河内　裕
ゆ う り

里ちゃん   （小３）

左から

白石　隼
た か し

士さん　（29）

　　　綾
あ や か

香ちゃん（2）

　　　寛
ひ ろ こ

子さん　（28）

田辺伊佐夫さん
Tanabe Isao（79）徳丸

   

特
集
　
輝
き
な
が
ら
松
前
で
老
い
る

ま ち の 声

あなたなら何ができますか？

　人は一人では生きていけません。家族、近所、趣味仲間…いろんなところで誰かとつながっています。
あなたなら、何ができますか。「支える」と「支えられる」、人はどちらも必要です。

あ
な
た
な
ら
ど
う
過
ご
し
ま
す
か
？

人
は
誰
で
も
老
い
ま
す
。

で
も
、
い
つ
ま
で
も
人
生
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
ま
す
。

「
今
」
の
積
み
重
ね
の
先
に
「
未
来
」
＝
「
老
い
」
が
あ
り
ま
す
。

郷田アサ子さん
光生さん

（100）大間＝写真㊥

（81） 操さん（77）

稲田緑さん
山本多美惠さん

（89）中川原＝写真㊨

（67）中川原高齢者見守り推進員

キーワードは「支え合い」
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
生
き
が
い
」

I ntervew

Intervew

※ 65 歳以上で一人暮らしのお年寄り宅を定期的に訪問、声掛けする人。
　現在、町内 32 人の推進員で、620 人のお年寄りを見守っています。 まさき    ❖    2010-10 4広報2010-10    ❖    広報  まさき5



　心豊かで生きがいのある人生を過ごすことが
できるよう、学習意欲の増進と仲間づくりの場
の提供をしているのが高齢者大学です。東・西・
北公民館で、月 1 回程度開催。講演だけでなく、
スポーツ、館外研修や三世代の交流などを実施

しています。
詳しくは各公民館まで。

問東公民館☎ 984-1159
　西公民館☎ 984-5313
　北公民館☎ 984-7529

か
ら
で
す
。

　

支
え
合
う
と
は
、家
庭
か
ら
地
域
へ
、

地
域
か
ら
松
前
町
へ
と
年
輪
の
よ
う
に

広
が
っ
て
い
く
中
で
、
そ
っ
と
背
中
を

押
し
て
あ
げ
た
り
、
や
さ
し
く
手
を
引

い
て
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
「
若
い
人
が
高
齢
者
を
」
は
も
ち
ろ

ん
重
要
で
す
が
、「
高
齢
者
が
若
い
人

を
」
も
重
要
で
す
。
人
か
ら
頼
り
に
さ

れ
た
り
、必
要
と
さ
れ
た
り
、役
に
立
っ

た
り
す
る
こ
と
は
、
豊
か
な
人
生
を
送

る
一
番
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
は
ず
で

す
。

　

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
か
ら
終
え
る

ま
で
、
人
は
少
し
ず
つ
人
生
を
歩
ん
で

い
き
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん
か
ら
子
ど
も
へ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
。
そ
し
て
、
長
生

き
す
れ
ば
、
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

老
後
の
生
活
。

　
「
な
る
べ
く
な
ら
、
人
に
頼
ら
ず
、

自
立
し
て
生
き
た
い
」
は
、
す
べ
て
の

人
の
願
い
。
け
れ
ど
、
支
え
合
う
仕
組

み
が
な
け
れ
ば
、
孤
立
す
る
リ
ス
ク
は

大
き
く
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に「
自
立
」

し
よ
う
と
努
力
し
て
も
、
そ
れ
を
受
け

入
れ
た
り
、
認
め
た
り
す
る
環
境
が
な

け
れ
ば
、
人
は
「
孤
立
」
し
て
し
ま
う

　

年
を
重
ね
る
と
、
体
力
の
低
下
が
目

立
ち
、
病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
る
な

ど
、健
康
へ
の
不
安
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
立
へ
の
意
欲
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
社
会
と
交
流
し
た
り
、
活
動

の
幅
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
を
、
心
掛

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
支
援
が
必
要
な
と
き
は
、
適

度
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
地

域
で
支
え
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
充
実
し
た
暮

ら
し
を
送
れ
る
よ
う
、
本
町
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
活
動
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　松前町老人クラブは、平成 21 年度に愛媛県老人クラブ
連合会のモデル老連に指定され、新立地区、大間地区、神
崎地区で高齢者相互支援事業を実施しました。
　自ら元気を保とうという気持ちになってもらうことが１番
の目的で、老人クラブにできる社会奉仕の一環として行わ
れました。具体的には、高齢者で閉じこもりがちな人、不安
を感じたり、不便を感じてたりしている人を対象に、クラブ
会員が 2 人 1 組で訪問しました。
　神崎では、昔から作っている緋のカブ漬けを訪問時に配
布。また、老人クラブ女性部の皆さんの手づくり弁当「まご
ころ弁当」を配布したこともあります。
　費用がかからず、お互い負担にならず、さりげなく渡せ
て話のきっかけになるものをという工夫でした。　

見守りを通じて、高齢者の皆さんから、手
芸や切り絵など、いろいろなことを教えて
もらっています。それらをサロンでみんな
で作ることも。「話をする人は持田さんだ
け」という高齢者もいるので、サロンにお
誘いしています。若い人にもサロンに来て
ほしいです。お話しするだけで、他世代か
らお互いに学ぶことも多いと思います。

持田文子さん 高齢者見守り推進員　（66）西古泉

Mochida Fumiko

お話しするだけで学ぶことが多い

今まで大勢の人にお世話になって生きてき
ました。4 人の子どもたちも地域の中で成
長しました。少しは恩返しをと始めた見守
りですが、人生の先輩からたくさんのパ
ワーをもらっています。少しお話するだけ
で、誰にでもお隣さんはいます。隣同士で
声掛けて、「お互いさま」で支え合って、
人にやさしい地域にしたいですね。

沖　峰子さん 高齢者見守り推進員　（61）北黒田

支え合いは地域づくりの第一歩

Oki  Mineko

INTERVIEW

3_ 高齢者大学

お互い負担にならず、さりげなく

活動を通じて「いろいろな活動をして
みたい」「友達と交流をしたい」と思っ
ている人がいることが見えてきました。
そういった人をどうやってフォローし
ていくかが今後の課題です。モデル老
連としての取り組みをきっかけに、もっ
と活動の輪が広がればいいと思います。

髙石勝さん 前松前町老人クラブ連合会会長　（76）神崎

現 場 ル ポ

１まごころと共にまごころ弁
当をプレゼント／２弁当作り
に励む老人クラブ女性部の皆
さん／ ３ 防犯用の笛を配布。
目の前で何度も練習してくれ
た　／４支援対象者の調査に
ついての打ち合わせ会

１

２

３４Takaishi Masaru

1_松前町地域包括支援センター
　地域包括支援センターは、高齢
者とその家族に対して、在宅介護
に関する助言や、必要なサービス
の利用を可能にするための連絡や
調整など、総合的な相談ができま
す。
　また、地域の最寄りの相談窓口
として、在宅介護支援センターを
設置しています。
　お気軽にご利用ください。

＊松前町地域包括支援センター
　☎ 985-4205

＊松前町在宅介護支援センター
　　みどり　　☎ 985-2121　
　　鶴寿荘　　☎ 985-0405
　　菜の花　　☎ 984-7366　
　　エンゼル　☎ 984-6407

2_ ふれあい・いきいきサロン
　ふれあい・いきいきサロンとは、家に閉じこ
もりがちになっている高齢者が、気軽に昼食や
お茶をしながら、レクリエーションなどを楽し
むことができる施設のことです。
　現在、町内には、「や
すらぎサロン（神崎）」
や「いきいきサロンこ
いずみ（西古泉）」など、
合計 14 のサロンが開設
しています。
問松前町社会福祉協議会　☎ 985-4144

キーワードは

高齢化が進み、核家族化が加速する今日、
地域とのつながり抜きに豊かな高齢社会は語れません。
現役世代が高齢者を支えることは言うまでもなく、
　　　　　　　　　　これからは、元気な高齢者の豊かな経験を
　　　　　　　　　　どう、まちづくりに生かしていくかが重要です。

   

特
集
　
輝
き
な
が
ら
松
前
で
老
い
る

地域で支え合う

「使う」「集う」「学ぶ」

沖サヨ子さんの家には、毎日自然と隣近所の友人が集まり、みんなでお話したり、歌ったり。笑い声が絶えません。
左から、大西信子さん、沖サヨ子さん、大西ユリコさん、白石クニ子さん、吉川玲子さん、武智ミノルさん2010-10    ❖    広報  まさき7 まさき    ❖    2010-10 6広報



重川　源さ
ん

松前町老人クラブ連合会会長
（75）　新立

60 過ぎてもバリバリ活躍できる町
それが松前や

シニア世代のリーダーに聞く

　

所
在
不
明
の
高
齢
者
問
題
。

「
松
前
町
じ
ゃ
考
え
ら
れ
な
い
」

と
重
川
会
長
。　

　
「
こ
こ
に
は
、
ま
だ
ま
だ
家

族
の
き
ず
な
や
地
域
の
つ
な
が

り
が
残
さ
れ
て
い
る
」 

　

一
昔
前
の
家
に
は
、
両
親
の

ほ
か
に
祖
父
母
と
兄
弟
姉
妹
が

い
ま
し
た
。
近
所
の
家
も
同
様

で
、
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
も
隣
近
所
や
地
域
と

の
か
か
わ
り
の
中
で
助
け
合
っ

た
り
、
支
え
合
っ
た
り
す
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
心

が
祖
父
母
だ
っ
た
の
で
す
。
祖

父
母
は
地
域
の
み
ん
な
か
ら
尊

敬
さ
れ
る
存
在
で
し
た
。
だ
か

ら
輝
い
て
い
た
の
で
す
。 

　

人
は
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
た

り
、
誰
か
の
役
に
立
っ
た
り
す

る
こ
と
で
充
実
感
を
得
ま
す
。

生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
年
齢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ど
う
生
き
る
か
、
ど
う

輝
く
か
で
す
。

　

地
域
の
中
で
自
分
と
向
き
合

い
、
人
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

希
望
を
持
っ
て
年
を
重
ね
て
い

け
る
地
域
こ
そ
21
世
紀
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
。「
松
前
で
美
し
く

老
い
る
」
は
夢
じ
ゃ
な
い
の
で

す
。

保育所や幼稚園の七夕まつりや運
動会などのイベントを中心に、地
域の子どもたちと交流しています。

　「老人クラブの対象は 65 歳以上。で
も今の世の中、65 歳ってまだまだ若い。
事実、老人クラブに入っている人の中
には、仕事に、趣味に、バリバリ活躍
している人がたくさんいます。なのに、
松前町の後期高齢者の一人当たりの医
療費は、県平均より約 7.5% 高いんで
す。だから、老人クラブの活動を通じて、
もっと大勢の皆さんに心も体も元気に
なってもらって、町の医療費の削減に
つながればと思います」
　老人クラブの目標は「友愛活動」。そ
の中で難しいのが孤独死をなくすこと
だと重川会長は話します。
　「人と人とのつながりを、どうつくる
かが重要です。老人クラブがその場で
ありたいと思います。所在不明の高齢

者問題。松前町じゃ考えられないです
よね。北伊予・岡田は農家が多いから
周りが助け合ってきたし、松前も昔か
ら隣近所の付き合いがある。こうした
つながりを大事にしたいものですね」
　今、老人クラブでは保育所や幼稚園
児との交流を大切にしています。
　「今の若い人は、おじいちゃんおばあ
ちゃんと一緒に住んでないことが多い
ですよね。昔は、おじいちゃんに礼儀
を学び、知恵を学び、怒られて育ちま
した。今はそれが少ない。子どもたち
の登下校時に通学路に立てば、見守り
ながら、あいさつを教えることもでき
る。子どもたちの笑顔はとびきりです
よ。老いてもできることはたくさんあ
るはずです」

年
を
重
ね
る
ほ
ど

輝
き
を
増
す

松
前
な
ら

夢
じ
ゃ
な
い

　
「
今
年
も
１
年
、
家
族
み
ん

な
が
元
気
で
過
ご
せ
ま
す
よ
う

に
」 

　

盂う

ら蘭
盆ぼ
ん

の
夜
、
大
間
地
区
で

は
み
ん
な
が
灯と

う
ろ
う籠

を
有
明
橋
に

持
ち
寄
り
ま
す
。 

　

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
と
愛
護
部

が
無
病
息
災
の
願
い
を
込
め
て

作
っ
た
灯
籠
で
す
。 

　

有
明
泉
に
は
、
立
ち
台
が
組

ま
れ
、
綱
が
つ
な
が
れ
ま
す
。 

　

一
つ
一
つ
に
火
が
灯
さ
れ
、

そ
っ
と
川
面
に
浮
か
べ
ら
れ
る

灯
籠
。
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
有

明
泉
周
辺
を
包
み
ま
す
。 

　

温
か
い
光
を
見
つ
め
る
子
ど

も
た
ち
。
そ
の
光
景
を
や
さ
し

く
見
守
る
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
。　

 

　

世
代
を
超
え
た
活
動
は
、
人

を
結
び
、知
恵
を
継
承
し
ま
す
。 

　

ど
ん
な
に
文
明
が
発
達
し
て

も
、
ど
ん
な
に
科
学
が
進
歩
し

て
も
、
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
ね
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
高

齢
者
が
持
つ
「
経
験
」
で
す
。 

　

高
齢
者
は
、
知
識
と
技
術
の

宝
庫
で
す
。
こ
の
豊
か
な
知
恵

と
経
験
は
、
伝
え
て
こ
そ
意
義

が
あ
り
、
つ
な
い
で
こ
そ
価
値

が
生
ま
れ
ま
す
。 

　

自
ら
の
チ
カ
ラ
を
発
揮
し
て

い
る
高
齢
者
の
瞳
は
、
子
ど
も

の
よ
う
に
輝
き
、
地
域
を
照
ら

し
て
く
れ
ま
す
。 

　

灯
籠
一
つ
一
つ
に
火
を
灯
し

た
よ
う
に
、
世
代
を
超
え
て
、

互
い
の
ハ
ー
ト
に
そ
っ
と
火
を

つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

Sigekawa Hajime

松前町老人クラブ連合会
● 会 員　3,666 人　 ● 加 入 率　
47.97%　●対象　65 歳以上　
問重川源　☎ 984-2208

「
健
や
か
に
こ
の
ま
ち
で
老
い
る
」

松
前
に
住
む
す
べ
て
の
人
の
願
い
で
す
。

ど
ん
な
人
に
も
今
日
よ
り
若
い
明
日
は
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
大
切
な
こ
と
は
年
齢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
生
き
る
か
、
ど
う
輝
く
か
で
す
。

   

特
集
　
輝
き
な
が
ら
松
前
で
老
い
る

　
自
分
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
向
き
合
う
」

こ
の
ま
ち
で
老
い
る
と
き
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本
町
と
北
海
道
松
前
（
ま
つ

ま
え
）
町
は
、
南
国
と
北
国
と

い
う
異
質
の
風
土
の
中
で
城
下

町
と
し
て
の
歴
史
と
町
名
が
同

じ
縁
か
ら
平
成
２
年
11
月
２

日
、
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま

し
た
。
以
来
、
人
の
交
流
や
物

産
交
流
な
ど
を
続
け
な
が
ら
友

好
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
姉
妹
都
市
を
提

携
し
て
20
年
。
こ
の
節
目
を
記

念
し
て
「
ま
さ
き
・
ま
つ
ま
え

姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
記
念
友

好
交
流
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
８
月
11

日
か
ら
13
日
ま
で
、
町
内
の
小

学
生
10
人
の
ほ
か
、
教
員
、
商

工
会
員
な
ど
、
合
わ
せ
て
19
人

が
ま
つ
ま
え
町
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

ま
つ
ま
え
町
で
は
、
北
海
道

な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

や
イ
ベ
ン
ト
が
準
備
さ
れ
て
い

友好深めて20年、節目の年に
まつまえ町で貴重な体験

四
国
か
ら
北
海
道
へ

１
５
０
０
㌔
の
距
離
を
超
え
た
友
情

大きく育った桜の木の下でお花見がしたい
岡田小学校６年　大政航誠くん

　「緑一面の畑、青一面の海、白一面
の雲！」
　ぼくが思っていた通りの北海道。
台風接近の中、まつまえ町に着いた
時から雨だったけど、ぼくはウキウ
キしていました。
　まつまえ町では、今まで食
べたことのないおいしいウ
ニやアワビなどの海鮮を食
べたり、いか飯作り、松前漬
作り、木べら造りなどを体験
しました。中でも、藩屋敷での甲
冑着付と桜の記念植樹が心に残りま
した。
　甲冑着付は、いろいろな防具を手
足に付けました。ぼくが剣道のとき
に付けている防具よりずっと重かっ

たです。「昔の人たちは、こんなに重
い物を付けたり、着たりして戦って
いたなんてすごいね～」と友達と話
しながら記念写真をとってもらいま
した。写真をとった後、付けていた

防具を外すと、とても体が軽く
なりました。
　次に桜の木を植えました。
桜は、まつまえの「町の花」

だと教えてもらいました。10
年後、20 年後に大きく育った

桜の木や満開の花の下でまつまえ
町とまさき町の友達みんなでお花見
をしたいです。
　楽しい体験、思い出に残る経験、
そしておいしいごちそうをいっぱい
食べた北海道まつまえ町の旅でした。

協力し合い　交流を深め合えた
松前小学校６年　山本万由さん

　わたしが、一番心に残っているこ
とは、まつまえ町の子どもたちと一
緒にいか飯と松前漬を作ったことで
す。なぜかというと、まつまえ町の
友達と協力し合い、交流を深め合う
ことができたからです。
　北海道に行く前のわたしの
目標は、「まつまえ町の子ど
もたちと協力して、何かを
やりとげたい」でした。そし
て交流を深め、仲よくなりた
いと思っていました。
　次に、心に残っていることは、木
べら造り体験です。初めは難しかっ
たけれど、こつをつかんだら簡単に
できました。出来上がった木べらは、
家に持って帰りました。

　函館山にも登りました。東京タワー
より約１メートル高いことに驚きま
した。残念ながら、台風の接近で霧
がかかって、山頂からは何も見えま
せんでした。

　次に、まつまえ町の子ども
たちの「南中ソーランヨサコ
イ」を見ました。話を聞くと、
わたしたちが来るためにた

くさん練習したそうです。
　愛媛に戻って、まつまえ町

の子どもたちと仲よくなれて本当
に良かったと思いました。今度、ま
つまえ町の友達がまさき町に来るの
がとても楽しみです。来たときは「と
ても楽しかった」と言ってもらえる
ようにしたいです。

まつまえ町に行ってよかった
北伊予小学校６年　髙市香乃さん

５_ まつまえ町の名物「いか飯」
の手づくり体験　６_ お殿様、お
姫様、岡引きの衣装を身につけて
時代劇気分＝甲冑着付体験　８_
まつまえ小 6 年生が「南中ソーラ
ンヨサコイ」を踊って歓迎してく
れた　９_「またね」別れ際には再
会を約束

１_ まつまえ町にある第２桜見本
園で行った記念植樹で、桜の木を
協力して植えた　２. ７_ ホタテ、
サザエ、アワビなど、北海道の海
の幸を存分に味わった海鮮バーベ
キュー　３_ 緊張の対面式　４_ 法
幡寺での座禅体験　　

まさき・まつまえ姉妹都市提携 20 周年記念友好交流事業

●札幌

●函館

●旭川

●釧路

●稚内

●松前

　わたしたちは、まつまえ町でいろい
ろな体験をさせてもらいました。
　着くまでは、「まつまえ町はどんな
ところかな」と、どきどきしながら行
きました。
　初めに挑戦したことは、座

ざ

禅
ぜん

を組むことです。いつたたか
れるか、と思うととてもどき
どきしました。
　次に、いか飯を作りました。
うまく作れるか不安でしたが、
なかなか上手にできたと思います。
　お昼ご飯は、アワビカレーを食べま
した。初めてアワビを食べました。と
てもおいしかったです。
　午後からは、松前漬け、木べら造り、
着付けなどを体験しました。中でも一

番楽しかったのは海鮮バーベキューで
す。ウニやアワビをたくさん食べまし
た。すごくおいしかったです。
　まつまえ町の子どもたちが、「南中
ソーランヨサコイ」を踊ってくれまし

た。とても上手で感激しました。
　松前小学校の子も、岡田小
学校の子も、みんなまつまえ
町の子どもたちと仲良くなれ

たので、よかったです。
　２泊３日の訪問は、とても短

く感じました。何もかもがすごく
楽しかったです。まつまえ町に行って
よかったです。まつまえ町の子どもた
ちがまさき町に来た時は、みんなで歓
迎し、楽しい時間をつくってあげよう
と思います。

８

４

９

３５

６

７

１

２

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
「
見
る
」「
学
ぶ
」「
遊
ぶ
」

「
食
べ
る
」
な
ど
、
何
も
か
も

が
感
動
の
連
続
で
、
生
涯
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　

10
月
30
、
31 

日
の
両
日
に

開
か
れ
る
「
ま
さ
き
文
化
祭
」

に
は
、
ま
つ
ま
え
町
の
小
学
生

が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
度
は
、

「
愛
媛
な
ら
で
は
の
体
験
を
し

て
も
ら
い
た
い
」「
ま
さ
き
ら

し
い
お
も
て
な
し
で
迎
え
た

い
」
と
、
現
在
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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２ 部門別職員数の推移　　　　　（各年４月１日現在）

　　　　　　　　区分
部門

職員数　（人）
16 年 22 年 対比

一 般 行 政部 門

議 会 部 門   2   2
総 務 部 門  38  40 2
税 務 部 門  18  18
民 生 部 門  54  52 -2
衛 生 部 門  17  16 -1
農林水産部門  15  15
商 工 部 門   1   1
土 木 部 門  16  13 -3

特 別 行 政 部 門 教 育 部 門  40 35 -5

公営企業等
会 計 部 門

水 道 部 門   6   6
下 水 道 部 門   8   5 -3
そ の 他 部 門  12  17 +5

合　　　　計 227 220 -7
㊟職員数は、一般職（教育長含む）に属する職員数であり、臨
時や非常勤職員を除きます。

１ 定員適正化目標

　平成 22 年４月１日を目標とした『松前町集中改革プ
ラン』に基づき、平成 21 年には大幅な組織改革を行い、
職員の削減目標をおおむね達成しました。今後も計画
的な職員採用を行います。
　地域主権改革や新たな制度に対応できるよう、退職
者の適正補充を行いつつ、職員構成に空洞化が生じな
いよう配慮して、職員の定員の適正化を図ります。

２  主な定員適正化手法の概要

1事務の統廃合縮小…組織改革により、組織・事務の
統合・集中化を図ります。
2外部委託…事務及び施設の管理運営などで委託可
能なものは委託を進めます。
3非常勤職員等の活用…退職者の適正補充を基本と
しながら、可能な部門については臨時職員などの活用
を図ります。

町職員の給与と職員数などを
お知らせします

６ 期末手当、勤勉手当　（平成 22 年４月１日現在）

松前町（国と同じ）
区　分 期末手当 勤勉手当
６月期 1.25 月分 0.70 月分
12 月期 1.50 月分 0.70 月分

計 2.75 月分 1.40 月分
職務上の段階、職務の級などによる加算　有

７ 退 職手当　       　　　　　（平成 22 年４月１日現在）

松前町（国と同じ）
区　分 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
１人当たり
平均支給額       2,397 千円     23,873 千円

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（２% ～ 20% 加算）
退職時特別昇給　なし

㊟１人当たり平均支給額は、21 年度中に退職した全職種にか
かる職員に支給された平均額です。

８ 特殊勤務手当（平成 21 年度）

区分 全職種
職員全体に占める手当
て支給職員の割合 4.2％

支給職員１人当たり平均
支給年額 4,722 円

手当の種類（手当数） ４
名称 支給単価

伝染病防疫手当 日額　  700 円

行旅病死人処理手当

（死体処理）　
日額　3,000 円

（傷病者の救急その他の処理）
　日額　1,000 円

野犬取扱手当 日額　　500 円
動物死体処理手当 日額　　500 円

１ 人件費（平成 21 年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

（H22. ３.31）

歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
20 年度の
人件費率

31,430 人
千円

10,154,167
千円

364,502
千円

1,589,382 15.7％ 18.6％

２ 職員給与費（平成 21 年度普通会計決算）

職員数
Ａ

給与費 １人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉

手当
計
Ｂ

194 人
千円

700,853
千円

252,789
千円

260,044
千円

1,213,686
千円

6,256

㊟　１　町長、副町長及び教育長の給与などは含みません。
　　２　職員手当に退職手当は含みません。

３  職員の平均給料月額、平均給与月額と平均年齢
　　（平成 22 年４月１日現在）

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料

月額
平均給与

月額 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額 平均年齢

316,133 円 357,208 円 44.1 歳 222,068 円 226,791 円 49.3 歳

４  職員の初任給　　　　　　　　　　　（平成 22 年４月１日現在）

区　　分
松前町 国

初任給 ２年後の
給料 初任給 ２年後の

給料

一般
行政職

大学卒 172,940 円 186,598 円 172,200 円 185,800 円

高校卒 140,702 円 150,444 円 140,100 円 149,800 円

５ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額
　（平成 22 年４月１日現在）　

区　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般
行政職

大学卒 251,577 円 在職者なし 322,229 円

高校卒 在職者なし 在職者なし 307,215 円

技能
労務職 中学卒 在職者なし 在職者なし 202,466 円

９ 時間外勤務手当　　　　　　　　　　　　　　　　

区分 支給総額 職員１人当たり支給年額

21 年度 37,923 千円 225 千円

20 年度 35,273 千円 203 千円

１０ その他手当　　　　　　　　　　（平成 22 年４月１日現在）

区分 内容（住居手当を除いて国と同じ）

扶養手当

配偶者 13,000 円

配偶者以外 6,500 円

配偶者がいない場合の扶養家族１人 11,000 円

満 16 歳年度始めから満 22 歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000 円

住居手当
持ち家 （新築・購入後５年） 2,500 円

借　家 月額 12,000 円を超える家賃を支払ってい
る者に対し 27,000 円を限度に支給

通勤手当

交 通 機 関 利 用
者

運賃等相当額 55,000 円を限度に
支給

自動車等の利用
者

通勤距離２ｋｍ以上の者に通勤区
分に応じ、2,000 円から 24,500 円
を限度に支給

㊟国は持ち家に係る住居手当を廃止（平成 21 年 12 月）

１１ 特別職の給料など　　　　　　　（平成 22 年４月１日現在）

区分 給料月額 期末手当

給料
町　長 777,600 円

６月期　1.45 月分
12 月期　1.65 月分
　　計　3.10 月分
職務加算　15％

副町長 617,400 円

報酬

議　長 380,000 円

副議長 310,000 円

議　員 290,000 円

㊟町長及び副町長の給料月額は、10% 減額して支給している給料月額です。

１ 一般行政職の級別職員数      　  　　

　（平成 22 年４月１日現在）

給与の状況

職員数の状況

定員適正計画の目標

１　互助会への公費負担の状況
　　（平成 21 年度普通会計決算）

福利厚生事業の実施状況

公費負担額 1,407 千円
職員 1 人当たりの公費負担額 7 千円

公費負担率 50％
㊟職員の福利厚生事業を行うために加入している（財）愛
媛県市町村職員互助会への公費負担額です。

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的
な職務
内容

係員 係員
係長

・主任
課長補佐
・係長

課長・
課長補佐

部長・
課長

部長

職員数 12 人
（14 人）

7人
（3 人）

61 人
（69 人）

29 人
（28 人）

17人
（16 人）

9 人
（6 人）

2 人
（1 人）

137人
（137人）

構成比 8.8％
（10.2%）

5.1％
（2.2%）

44.5％
（50.4%）

21.2％
（20.4%）

12.4％
（11.7%）

6.6％
（4.4%）

1.4％
（0.7%）

100％
（100％）

㊟１（　）は前年値
　２松前町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　３標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職務（職名）
　　です。
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Monthly   Topics

　９月の敬老の日に合わせて、白石勝也町長と伊賀
上明治議長は 9 月１日と２日、町内の 100 歳以上
のお年寄りの自宅などを訪問して、記念品とお祝い
状を贈りました。
　本年度は、町内で８人の皆さんが新たに 100 歳
を迎えます。
　「これからもお元気で、長生きしてください。来
年もまた来ますよ」という町長の励ましに、皆さん
笑顔で応えていました。

100 歳以上お祝い訪問
町長と議長　記念品贈る

大規模災害に備えて
平成 22 年度松前町総合防災訓練

㊤お祝い状を受け取る日野静枝さん（100 歳）

　平成 22 年度松前町総合防災訓練は９月５日、松前公園
多目的広場で実施され、防災関係機関と地域住民約 900
人が参加しました。
　訓練は、防災行動力の向上を目的に、東南海・南海地震
など大規模災害発生を想定して行われました。バケツリレ
ーによる初期消火訓練、倒壊した建物から人を救い出す救
助訓練や、けが人を救護する応急救護訓練など、災害時に
役立つ訓練が実施されました。
　また、引き続いて松前公園体育館では、「松前町防災フ
ェア 2010」が開催され、防災に関する展示・体験コーナ
ーのほか、防災に関するクイズを取り入れたアンパンマン
ショーが行われました。訓練とフェアを通じて、子どもか
ら大人まで、幅広い世代が防災意識を高めていました。

㊤応急救護訓練の様子
㊧消火器の説明を受ける子どもたち

■入所対象児童と定員

保育所（園） 定員 満年齢 住所 電話

松前保育所 120 人 6 カ月～ 5歳児 筒　井 984-1068

宗意原保育所 60 人 1 歳児～ 5歳児 筒　井 984-0546

黒田保育所 60 人 6 カ月～ 5歳児 北黒田 984-1358

小富士保育所 60 人 6 カ月～ 5歳児 大　溝 984-1161

二名保育所 90 人 1 歳児～ 5歳児 出　作 984-1348

白鶴保育所 60 人 1 歳児～ 5歳児 上高柳 984-1088

若葉保育所 45 人 6 カ月～ 5歳児 北川原 984-1360

（法）岡田保育園 45 人 6 カ月～ 5歳児 西高柳 984-2730

保
育
所
入
所
児
童
募
集

■
入
所
資
格

❶
保
護
者
が
い
つ
も
外
に
出
て
働
い

て
い
る
場
合

❷
保
護
者
が
昼
間
家
庭
内
で
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

❸
保
護
者
が
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後

間
も
な
い
場
合

❹
保
護
者
が
病
気
ま
た
は
障
が
い
の

あ
る
場
合 

❺
保
護
者
が
病
人
、
障
が
い
者
の
看

護
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
場
合

❻
家
庭
が
災
害
に
あ
っ
た
場
合

※
両
親
が
保
育
で
き
な
く
て
も
家
庭

内
に
保
育
で
き
る
人
が
い
る
場
合
は

入
所
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

 

※
松
前
保
育
所
は
、
７
時
か
ら
と

19
時
ま
で
の
延
長
保
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
（
保
育
料
と
は
別
に
月
額
２
，

５
０
０
円
が
必
要
、
１
歳
児
か
ら
）
。

 

※
保
育
所
の
定
員
に
余
裕
が
な
い
と

き
は
、
希
望
の
保
育
所
に
入
所
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平成 23 年度

平
成
23
年
度
か
ら
保
育
所
へ
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
産
休
・
育
休
終
了
予
定
な
ど
に
よ
り
年
度
途
中
で
の
入
所
希
望
も
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

■
保
育
料

　

保
育
所
入
所
児
童
の
父
母
な
ど
、

扶
養
義
務
者
の
所
得
税
と
町
民
税
の

額
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

乳幼児の養護と、発達に即した教育をし、
豊かな人間性をもった子どもに育てます

思いやりの
ある
やさしい心

工夫し
成しとげる力

認め合う
仲間

健康で丈夫な
からだ

■
受
付
期
間

10
月
１
日
金
～

10
月
29
日
金

（
執
務
時
間
中
） 

■
提
出
書
類

①
入
所
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
の
申

込
書

②
入
所
要
件
調
査
票

③
勤
務
証
明
書
な
ど
、
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
理
由
を
証
明
す
る
も
の

※
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
福
祉

課
児
童
福
祉
係
、
各
保
育
所
に
あ
り

ま
す
。

■
入
所
決
定

　

新
規
入
所
申
込
者
に
は
、
面
接
（
２

月
上
旬
）
を
行
い
、
審
査
し
て
決
定

し
ま
す
。

　

入
所
承
諾
書
は
、
３
月
中
旬
ま

で
に
各
家
庭
に
送
付
す
る
予
定
で

す
。 

■
申
込
先

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
４ 

　

各
保
育
所

夏休み　３R探検隊
　８月２日（月）、町内小・中学生と保護者を対象に、夏休み３Ｒ
探検隊を実施し、家庭から出るごみの行方を追いかけ、分別、焼却、
埋立を行う施設を見学しました。

松前町不燃物置場では、シルバー人材センターの
皆さんが埋立てごみなどを分別する様子を見学。

伊予市三秋にある伊予地区清掃
センターでは、ごみを投入する
ピットの様子や焼却炉を見学。

東温市にあるオオノ開發（株）では、
埋立を行う最終処分場を見学。約
20 年後には処分場が満杯になるこ
とを聞き、みんな驚いていました。

※３R…P22 参照
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水辺に触れてみよう

まちづくり塾と NPO 法人えことのはの協力で、
小学生のための自然観察会が福徳泉公園で行われ
ました。参加者は泉に入ってザリガニやエビなど
を捕獲し、神崎集会所で観察して地域の自然環境
に理解を深めました。北伊予小学校６年の神野佑
輔くんは「いつもは捕ることができないけど、今
日はいろいろな生物が捕れて面白かった。特にザ
リガニが捕れてうれしかった」と話していました。

 ▼ 8月24日

盆の伝統行事　大念仏

神崎の禅正軒で、大念仏が行われました。大
念仏は、毎年 8 月 12 日に行われる盆の伝統行事
です。

日が暮れ、燈明が灯された墓地に集まった大
勢の参拝者は、御詠歌が終わると、手に持った団
扇を高く振り上げながら念仏を繰り返しました。
念仏後は、燈明も次第に消え、過ぎる夏を惜しむ
虫の声が聞こえ、静かな夜が戻っていました。

▼ 8月12日

大間灯ろう流し

盂蘭盆の夜、有明泉で灯ろう流しが行われまし
た。色取り取りの紙に絵が描かれているは、大間
地区のシルバークラブと愛護部の手作りで、前日
各戸に配布されていたものです。家族が元気に過
ごせるようにと願いを込めて有明橋に持ち寄られ
た灯ろうは、一つ一つ火が灯され、川面に浮かべ
られました。参加者は、幻想的な風景を見つめな
がら、過ぎゆく夏を惜しんでいました。

▼ 8月25日

松前中学校吹奏楽部が四国大会で金賞

　鳴門市文化会館ホールで行われた「第 58 回全
日本吹奏楽コンクール四国大会中学校 B 部門」で、
松前中学校吹奏楽部が金賞を受賞しました。７月
に行われた県大会では 49 校中最高点で県代表に
なり、この日を迎えました。一昨年は A 部門で
四国大会に出場していて、３年生を中心とした今
の部員も熱心に練習を行い、その伝統を引き継ぐ
ことができました。

▼ 8月21日

まちのわだい
masaki's town news

戦没者を追悼

松前総合文化センターで、平成 22 年度戦没者
合同慰霊祭が行われました。
　戦後 65 年の節目を迎えた今年、町内関係団体
の代表や遺族の皆さんなど、大勢の人が参加しま
した。
　参加者は、過ぎし大戦で平和のために犠牲とな
られた皆さんに追悼の意を述べ、これからも自由
と平和を守ることを改めて誓いました。

▼ 9月8日

松前消防署が救助技術全国大会に出場

京都市消防活動総合センターで、第 39 回全国
消防救助技術大会が実施され、松前消防署チーム
が、四国地区の厳しい選考会を勝ち抜き出場しま
した。

全国のレスキュー隊員が救助のスピードと技
術を競うこの大会。松前消防署からは、「ロープ
ブリッジ救出」と「溺者救助」の２つの種目に２
チームが出場し、優秀な成績を修めました。

▼ 8月27日

24 時間熱戦を展開

松前町体育協会主催の 24 時間チャリティース
ポーツカーニバル MASAKI が、松前公園で開催さ
れました。これは、日本テレビの 24 時間テレビ

「愛は地球を救う」に賛同して毎年行われている
もの。ジョギングやソフトボールなど合計 15 種
目が行われ、子どもからお年寄りまで約 1,400 人
がスポーツやゲームを楽しみました。集まった募
金 171,864 円は 24 時間テレビへ寄附されました。

▼ 8月28日・29日

健康に生きることの素晴らしさを学ぶ

　松前総合文化センターで敬老会が開催され、大
勢の人が集まりました。まずは、さゆみ・たまこ
による漫才で大いに盛り上がった会場。そのあと、
宮川花子さんが「愛をみつけた」と題し、自身の
半生を元気いっぱいに語りかけました。脳出血で
入院した夫の大助さんへの想いを語る花子さんか
ら、家族のきずなや、健康に生きることの素晴ら
しさを、皆さん感じていたようでした。

▼ 9月5日
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平
成
21
年
度
　
松
前
町
財
政
健
全
化
指
標

松
前
町
の
財
政
は
健
全
で
す

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、
平
成
21
年

度
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比

率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
比

率
が
低
い
ほ
ど
、
自
治
体
の
財
政
状
況

は
健
全
で
す
。

【
解
説
】

　

松
前
町
は
国
の
定
め
た
基
準
よ
り
も

比
率
が
低
く
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に
当

た
る
早
期
健
全
化
団
体
（
公
営
企
業
に

つ
い
て
は
経
営
健
全
化
団
体
）
と
レ
ッ

ド
カ
ー
ド
に
当
た
る
財
政
再
生
団
体
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　　

こ
の
よ
う
に
健
全
な
松
前
町
の
財
政

で
す
が
、
こ
の
状
態
が
将
来
に
わ
た
っ

て
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
財
政
運
営
に
厳
し
い
姿

勢
で
臨
み
、
健
全
財
政
の
維
持
に
取
り

組
み
ま
す
。

問
財
政
課
財
政
係☎

９
８
５
―
４
１
０
１

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
８
月
か
ら

父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
当
の
月
額
は
？

　

子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者
の
所
得

な
ど
で
決
ま
り
ま
す
。

▼
児
童
１
人
の
場
合　

９
，
８
５
０
円
～

４
１
，
７
２
０
円

▼
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目
５
，
０
０
０
円
、
３
人
目
以
降
１

人
に
つ
き
３
，
０
０
０
円

父
子
家
庭
の
支
給
要
件
は
？

　

次
の
い
ず
れ
か
の
子
ど
も
を
、
父
が
監

護
し
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

❶
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

❷
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

❸
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ

る
子
ど
も

❹
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

◆健全化を判断する比率（単位：％）

指　標 松前町 早期健全 財政再 備　考

実 質 赤 字 比 率
（一般会計に対する赤字の割合） － 14.37 20.0 3 億 6,450 万 2 千 円 の

黒字
連結実質赤字比率

（全会計に占める赤字（または資金
の不足額）の割合）

－ 19.37 40.0 12 億 2,883 万 1 千円の
黒字

実質公債費比率
（収入に占める借金返済額の割合） 14.1 25.0 35.0 前年度 13.9％

将 来 負 担 比 率
（将来にわたる実質的な負債の割合） 115.9 350.0 前年度 113.4％

※実質収支と連結実質収支は黒字のため－で表示されます。

区　分 資金不足比率 経営健全

水道事業会計 －
20.00

公共下水道事
業特別会計 －

◆資金不足の比率（単位：％）

※事業の規模に対する資金不足額が無いため、資金不足
比率はありません。

❺
そ
の
他（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
子
ど
も
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
な
ど
）

父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
が
受
給
す
る
に

は
？

　

役
場
への
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
人
→
11
月
30
日
ま
で
の
申
請
で

「
８
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
に
支

給
要
件
に
該
当
し
た
人
→
11
月
30
日
ま

で
の
申
請
で
「
要
件
に
該
当
し
た
日
の

翌
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌

月
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
申
請
に
は
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

役
場
の
開
庁
時
間
に
来
ら
れ
な
い
場
合

な
ど
も
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
９
８
５
―
４
１
１
４

宝くじ助成事業で
整備しました
　宝くじ助成により、西古泉
地区に照明柱と投光機一式
が、宗意原地区にお祭り用
具一式が整備されました。

◆西古泉地区　　
照明柱、投光機一式

問町民課コミュニティ係
　☎ 985-4228

●平成 22 年の国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって
実施する最初の調査で、最新の人口・世帯の実態を明らかにする重
要な調査です。
●調査結果は、社会福祉、雇用対策や生活環境の整備など、わたし
たちの暮らしのために役立てられます。

問財政課統計電算係　☎ 985-4101

対象　日本に住んでいるすべての人と世帯

※調査票に記入された内容は、統計の作成に関連する目的以外に使用することは
ありません。

調査票の記入はお済みですか？10 月 7 日までに提出を ！

詳しくは，平成 22 年国勢調査広報サイト「国勢調査 e- ガイド」をご覧く
ださい。http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

調査方法　調査員が世帯を訪問して調査票を配布しています。
記入後は、封筒に入れて調査員に渡すか、郵送で提出してくだ
さい。

国勢調査

調査票が届いていない場合は
お問い合わせください。

科
・
心
療
内
科
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
専

従
医
師　

大
中
俊
宏　

先
生

▼
演
題　
「
あ
な
た
の
こ
こ
ろ
元
気
で

す
か
？　

～
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
い

う
つ
病
～
」

▼
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
）

▼
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課
保
健
セ
ン
タ
ー
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
８

　

ス
ト
レ
ス
で
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず

し
て
し
ま
う
「
う
つ
病
」。
誰
に
で
も

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
と
し
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

▼
会
場　

松
前
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
集
会
室

▼
講
師　

四
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
精
神

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
元
気
で
す
か
？

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す

10 月 18 日～ 24 日は
秋の行政相談週間

特別行政相談所
　行政に関する苦情や要望
などを中立的な立場から解
決にあたるのが行政相談で
す。相談無料、秘密は厳守
します。
◦日時　10 月 20 日（水）
　　　　10 時～ 15 時
◦場所　北公民館
◦相談員　行政相談委員　
國田竹孝、烏谷太紀勇

※定例の行政相談を毎月1回開
催しています。詳しくは「まさき
お役立ちカレンダー」行政相談を
ご覧ください。

問総務課危機管理係　
☎ 985―4103

第 35 回
まさき文化祭     

問松前総合文化センター　☎ 985-4139

10/30・10/31　
こども作品展
10/31 
　フリマの祭典 ( フリーマーケット ) 
　チャレンジ・ザ・ゲーム
　※こども作品展以外は雨天中止

 10/30
　オープニングセレモニー
　　　　　　　　10 時 30 分～
　獅子舞競演会　
　チンドン屋パフォーマンス
10/31
　ミントさんとふうせんで遊ぼう 

10/30・10/31 　各種バザー
　ふるさとフェスタ（伊予市・伊予郡特産展）
　まつまえ・まさき物産展　　　　　　     
　本マグロの解体ショー  11 時 30 分 ~

10 月 30 日土 10 時 30 分～ 16 時 30 分

10 月 31 日日 10 時～ 16 時 30 分

10/30・31
　作品展示会
　芸能発表会
10/31
　愛媛県警察音楽隊演奏

10/30　
　食育フェスタ
　サロン・ボランティアコーナー
　交通安全ふれあいコーナー

イベントゾーン
庁舎前駐車場

アミューズメントゾーン　松前公園

ふれあいゾーン
福祉センター

アートゾーン
文化センター

◆宗意原地区　　
お祭り用具一式
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10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

浄
化
槽
は
正
し
く
維
持
・
管
理
を

◉
浄
化
槽
の
維
持
管
理

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
出
る

汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
役
割
が
あ
り
ま

す
。
浄
化
槽
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
な
い
と
、
汚
れ
た
水
が
流
れ
出
し
、

悪
臭
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
浄
化

槽
の
設
置
者
に
は
、
浄
化
槽
法
で
次
の

３
つ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
機
能
が
良
好
な
状
態
で
維

持
さ
れ
る
よ
う
、
年
３
～
４
回
実
施

2
清
掃

　

槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の
引
出
し
、

機
器
類
の
洗
浄
、清
掃
を
行
う
作
業
で
、

年
１
回
以
上
の
実
施

3
法
定
検
査

　

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か

総
合
的
に
判
断
す
る
検
査
で
、
新
し
く

設
置
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
の
間
に
検

査
、
そ
の
後
は
年
１
回
。（
社
）愛
媛
県

浄
化
槽
協
会
で
受
検

◉
浄
化
槽
の
設
置
補
助
金

　

下
水
道
事
業
認
可
区
域
以
外
の
地
域

に
住
宅
用
の
浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

☎
９
８
５
―
４
１
２
６

　
（
社
）愛
媛
県
浄
化
槽
協
会

☎
９
２
５
ー
２
６
６
１

男女共同参画
のすすめ

問社会教育課人権教育係
　　　　　☎ 985‒4137

　野々っ子くらぶ第３回はどんぐり探しをします。
　子どもと一緒に自然と触れ合ってみませんか。

第❸回どんぐりの会
＊日時　11 月 2 日㈫　10 時～ 11 時 30 分
＊場所　神崎集会所、福徳泉公園
＊対象　就園前の子どもと保護者
　　　　大人だけでも参加できます。
＊服装　帽子、運動靴、長袖長ズボンでの参加をお勧めします。
＊持ち物　お茶、タオルなど
＊申し込み方法　11 月 1 日㈪までにお電話ください。
　　　　　　　　（先着 15 組）

＊申込先　町民課生活環境係  　 ☎ 985‒4117
             　　子育て支援センター   ☎ 985‒4151

小さなこどものための

自然観察会

野々っ子くらぶ

米の生産者の皆さんへ     

問産業課農業係　☎ 985-4119
　愛媛農政事務所食糧部消費流通課　☎ 932― 1177

　取引の記録と産地情報の伝
達が必要です。米や種もみを
出荷・販売した場合は、その
記録を作成して３年間保存す
る必要があります。 

米のトレーサビリティ制度スタート

【記録事項】
・名称 
・産地 
・数量 
・年月日（出荷日、販売日など） 
・出荷先（販売先）

　産地情報の伝達が必要です。米、米加工品な
どを出荷・販売した場合は、産地情報を相手に
知らせる必要があります。一般消費者へ直接販
売する場合、JAS 法に基づく産地表示義務があ
るものは、これに従い表示してください。 

★ポイント
「取引の記録」は、

必要事項が記入さ
れた出荷伝票など
を保存しても構い
ません。

ＪＡ、業者へ出荷または販売した場合 消費者へ直接販売した場合

平成 22 年

10/1 から

取引の記録

平成 23 年

7/1 から

産地情報
の伝達　

★ポイント 
　炊飯した米飯類、もちなどを直売所で販売する場合は、原料に使用し
た玄米・精米の産地を消費者へ伝える必要があります。

ご
存
知
で
す
か
？
　
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
に
※
初
診
日
が
あ

る
病
気
や
け
が
な
ど
で
、
障
が
い
の
あ
る

状
態
に
な
っ
た
と
き
、
※
障
害
認
定
日
に

一
定
の
基
準
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
が

な
い
こ
と
な
ど
、
一
定
の
納
付
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る

人
は
、
障
が
い
の
状
態
が
一
定
の
基
準

に
該
当
し
て
い
れ
ば
、
20
歳
か
ら
受
給

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
本
人
に
一
定

額
以
上
の
所
得
や
他
年
金
の
受
給
が
あ

る
場
合
は
、
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

※
初
診
日
…
障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病

気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
の

診
療
を
受
け
た
日

※
障
害
認
定
日
…
初
診
日
か
ら
１
年
６
カ

月
を
経
過
し
た
日
ま
た
は
そ
の
期
間
内

に
症
状
が
固
定
し
た
日

▼
請
求
の
手
続
き　

町
民
課
住
民
係
で

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
ー
４
１
０
６

　

松
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　

☎
９
２
５
ー
５
１
１
０

町
県
民
税
・
各
種
保
険
料
（
税
）
の
特
別
徴
収

10
月
か
ら
本
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

町
県
民
税
・
各
種
保
険
料（
税
）を
特

別
徴
収（
年
金
天
引
き
）で
納
め
て
い
る

人
は
、
10
月
か
ら
本
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
普
通
徴
収
だ
っ

た
人
で
も
、
10
月
か
ら
特
別
徴
収
が
始

ま
る
人
も
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
６

月
～
７
月
に
通
知
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
特
別
徴

収
は
翌
年
度
も
引
き
続
き
行
わ
れ
、
平

成
23
年
４
・
６
・
８
月
に
納
め
る
額
は
、

23
年
２
月
に
納
め
る
額
と
同
額
で
す
。

問税務課町民税係　☎ 985―4110
　保険課保険料係　☎ 985―4227

22 年度 23 年度

支払月 4 6 8 10 12 2 4 6 8

徴収
区分

仮徴収
または
普通徴収

特別徴収
（本徴収）

22 年度税
（保険料）額

－徴収済額

特別徴収
（仮徴収）

23 年 2 月
に 納 め る
額と同額

News　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   News

家庭

地域

職場

　男女共同参画社会とは、次のような
社会を目指しています。「フレッシュ・リ
ブまさき」による男女共同参画まちづく
り標語とともに紹介します。

取引の記録や産地情報の伝達が
必要になります

生産者

 

お手伝い　
今日からパパも　一緒にね

◆掃除、洗濯、食事の支度や片付け、
育児、介護などあらゆる場面で家族全
員が協力して分担している。
◆夫婦間でお互いの人権を尊重し、支
えあい協力している。

手をつなごう　
男と女　大人も子どもも　
知恵出しあって　生き生きと

◆地域団体の役割分担を男性中心型
から男女共同型に改めている。
◆性別や世代を超えた交流を通して、
地域社会の一員としての連帯感やボラ
ンティア意識が図られ、明るい住みよ
い地域づくりが進められている。

女と男　
一緒に生み出す　人間力

◆男性の育児・介護休暇の取得を促進
し、環境が整備されている。
◆ 家庭生活とのバランスがとれた労働
時間で、男性も女性も共にゆとりをもっ
て生き生きと働いている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   News

松前消防署☎ 984―3404

消防署
だより 消防マメ知識Ｑ & Ａ

女性消防団のちょっといい話

み ん な 集まれ、
地域の輪！

分団紹介４　第４分団

女性団員　こんにちは。今日は第４分団、
中川原班の詰所にお邪魔しています。
今から月１回の定期点検が始まります。
第４分団　わしら消防車でいくけん、あん
たら歩いておいでや。すぐそこの井戸じ
ゃけんな。
女性団員　はーい！
女性団員　やってる、やってる。さすがに
みんな手なれたもんやね。新人の本田
くんも頑張ってるよ。なるほど消防団で
はこうやって日ごろから消防水利・機器
の点検、操作訓練をしとるんやね。
　ところで藤田分団長は今年新たに分
団長になられたんですね。中川原の皆

さんとても気心がしれてあったかい雰囲
気ですね。
藤田分団長　みな地元の人間で親兄弟もよ
う知っとるからなあ。おかげで消防団
も地域の人とのつながりが深くていろん
な行事にも呼ばれるんよ。さっそく今月
は運動会があるし、ひまわり祭り、盆
踊り、秋祭り、文化祭といろいろお手伝
いさせてもろとるよ。そういうときには
ＯＢやら若い子たちも出てくれて楽しん
でやってるし、これからもみんなの輪を
大事にして「頼れる消防団」でいたいね。
女性団員　ありがとうございました。これ
からも仲良く頑張ってください。

vol. 42

　119 番通報の始まりは昭和 2
年 10 月 1 日。大正 15 年当

時は、ダイヤル式電話だったため、
ダイヤル時間が短い「112 番」でし
たが、かけ間違いが多かったので、
わざと離れた数字の９を組み合わ
せた「119 番」が誕生しました。

　日本初の消防車は外国から
輸入されたものでした。たま

たま赤色で、注意を引く色である
こと、炎を連想させ警戒心を呼び
起こすことから、それ以降赤色が
定番になったようです。なお、イギ
リス、フランスやスイスの消防車は
日本と同じ赤色。ドイツは赤また
は紫色、アメリカは消防局によっ
て採用している色が違います。

　音の大きさは、法律で「緊
急自動車の前方 20 メートル

の位置で音量を測定して、90 フォ
ン以上120 フォン以下であるサイレ
ンを備えなければならない」と定
められています。出動のサイレンが
周りによく聞こえ、みんなに分かる
ようするためです。
　救急車を呼ぶ 119 番を受けたと
きに、「サイレンを鳴らさないで来
てほしい」と言われることがありま
す。救急車は安全・迅速に患者を
搬送するため緊急車に指定され、
赤色灯、サイレンの吹鳴が義務付
けられています。救急隊としても、
住宅事情、患者や家族に対する精
神的負担も考え、誘導する家族な
どを確認すれば、早めにサイレン
を止めるように心がけていますの
でご理解とご協力をお願いします。

　一 般 道 路 は時 速 80 キロ、
高速道路は時速 100 キロで

す。しかし、緊急時以外は一般の
車と同じ法定速度で走っています。

　昔は消防車と同じ音でした
が、その他の緊急車と区別

し、搬送中の傷病者や地域住民の
心理的負担を減らすため、少しで
もやさしい現在の音になりました。

Ｑ．消防署はなぜ 119 番？

Ｑ．救急車のサイレンはな  
            ぜ「ピーポー」なの？

Ｑ．消防車や救急車の最高 
            速度は何キロ？

Ｑ．サイレンの音はなぜ大きい？

Ｑ．消防車はなぜ赤いの？

Ａ． Ａ．

Ａ．
Ａ．

Ａ．

一人一人が３Ｒを意識して

可燃ごみを減らしましょう
松前町からの排出プラスチック

最高品質の★Ａランク★
　7月15日、家庭から排出されたプラスチック類（プラスチック製容器包
装）の品質検査が、再商品化事業者の新日本製鐵（株）（大分市）で行わ
れました。本町は最高品質の「Ａランク」。分別収集ができている証です。
　しかし、汚れが付着したもの、容器包装以外のプラスチック製品、PET
や紙などの混入も少しありました。プラスチック類の対象は、プラマーク
のあるプラスチック製の容器や包装です。
　これからも、正しく分別しましょう。　

❖ 施設内案内図 ❖

プラマークがなくても
対象になるもの

・電気製品などの気泡緩
　衝材（プチプチ）
・保護用発泡スチロール
・湿布のフィルム
・スーパーで購入商品を入
　れるビニール袋
・みかんや玉ねぎのネット
・食料品のラップ　など

PET 容器
　 ラ ベ ル は プ ラス
チック類、本体はペッ
トボトルの日に排出

汚れの付着したもの
　洗っても汚れの落
ちないものは、可燃
ごみの日に排出

混入していた不適物

分からないものはお問い合わせください。
　

問町民課ごみ対策係　☎ 985―4117

　平成 21年度に家庭から排出された可燃ご
みは、20 年度と比べると、138ｔの減量とな
り、総量は 5,108ｔでした。可燃ごみは。こ
れを１人１日にすると484ｇで、環境省の目
標である『27年度までに国民１人１日530ｇ』
を 6 年早く達成したことになります。
　本年度も、一人一人が３Ｒを意識して、１
日１回ごみ箱の中をチェックし、さらにごみ
を減らしましょう！

Recycle

Reuse

Reduce
　     
 リデュース
 （ごみを発生させない）

 リユース
 （くりかえし使う、もったいない！）

 リサイクル
 （資源として循環利用する）

3R

❖ 利用料金❖ 
家庭系 　20 円 /10kg
事業系   126 円 /10kg

問松前町北川原 79-1 
　㈲あぐり　☎ 984-3617

❖ 受け入れ期間❖ 　

月曜日～金曜日　9 時～ 16 時 30 分
※祝日、年末年始は除く
※土曜日は、直接お問い合わせください。

　町民課生活環境係　☎ 985-4117

家
庭
か
ら
の
持
ち
込
み
や
事
業
所
の
受
け
入
れ
も
で
き
ま
す

せ
ん
て
い
枝
の
堆
肥
化
施
設
が
完
成

　

平
成
17
年
度
ま
で
、
家
庭
か
ら
出
る

せ
ん
て
い
枝
は
可
燃
ご
み
と
し
て
焼
却

し
て
い
ま
し
た
。

　

年
間
５
８
０
ト
ン
の
焼
却
ご
み
の
減

量
と
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
利
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
18
年
度
か
ら
は
資
源

ご
み
と
し
て
分
別
収
集
し
、
農
業
生
産

法
人（
有
）あ
ぐ
り
に
搬
入
し
て
、
堆
肥

化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　　

こ
の
た
び
、「
せ
ん
て
い
枝
堆
肥
化

施
設
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
町
で
回
収
し
た
せ
ん

て
い
枝
し
か
処
理
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
町
内
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る

せ
ん
て
い
枝
の
受
け
入
れ
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

問町民課ごみ対策係
☎ 985―4117
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毎
年
６
，
０
０
０
人
が
、
白
血
病

な
ど
の
血
液
難
病
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。「
骨
髄
液
の
提
供
（
骨
髄
移
植
）」

と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
骨
髄
移
植

以
外
に
治
療
方
法
の
な
い
白
血
病
な
ど

の
血
液
難
病
の
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

　

骨
髄
移
植
を
受
け
た
国
内
の
患
者
は

約
６
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も

一
人
で
も
多
く
の
人
の
ド
ナ
ー
登
録
を

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
を

お
知
ら
せ

　

薬
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
に
注
意
し
、
よ
り
安
全
に
効
果
的

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

❶
使
用
す
る
前
に
薬
の
添
付
文
書（
能

書
）を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う

・ 

添
付
文
書
は
大
切
に
保
管
を

❷
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う

・ 

自
己
判
断
は
禁
物

❸
薬
の
形（
錠
形
）に
合
っ
た
服
用
方
法

を
守
り
ま
し
ょ
う

・ 

錠
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
は
コ
ッ
プ
１
杯

程
度
の
水
か
ぬ
る
ま
湯
で

❹
薬
の
飲
み
合
わ
せ（
相
互
作
用
）に
注

意
し
ま
し
ょ
う

・ 

調
剤
薬
局
は
１
カ
所
に

❺
高
齢
者
の
薬
の
使
用
に
は
特
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

・ 

体
調
の
変
化
が
あ
れ
ば
必
ず
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
を

❻
薬
は
正
し
く
保
管
し
ま
し
ょ
う

・ 

直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
涼
し
い
場

所
で

❼
古
い
薬
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う

お
願
い
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
人
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
登
録
窓
口　

大
街
道
献
血
ル
ー
ム

（
毎
日
開
設
）　

松
山
市
大
街
道
二
丁
目

６
―
６　

☎
９
３
２
―
０
９
０
０

※
事
前
予
約
が
必
要
（
登
録
の
し
お
り

「
チ
ャ
ン
ス
」
を
持
参
す
れ
ば
、
予
約

な
し
で
登
録
可
）

問
県
薬
務
衛
生
課☎

９
１
２
―
２
３
９
１

10
月
17
日
～
23
日
は
薬
と
健
康
の
週
間

薬
は
正
し
く
使
用
を

　

法
テ
ラ
ス
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
た
人
た
ち
に
、
解
決
の
き
っ
か
け
と

な
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル

に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル

を
解
決
す
る
の
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が

あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
き

は
、
法
テ
ラ
ス
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４

ま
ず
は
法
テ
ラ
ス
へ

相 

談

○ 10 月の納税 ○

納期限は 11 月 1 日月
◎納期限内にお納めください◎

人のうごき
（Ｈ 22.8.31 現在）

区分 人口 前月比

男 15,041  －　3

女 16,428  －   9

合計 31,469  － 12

世帯 12,825  －   3

口座振替は 10 月 25 日月

町県民税（普通徴収）　　　　　　　　　   第 3 期
国民健康保険税（普通徴収）　　　   第 4 期

町県民税・国民健康保険税（特別徴収分）10 月期
分は年金支給日に差し引き納付となります。

第
35
回
ま
さ
き
文
化
祭
の一
環
と
し

て
、
町
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

松
前
町
将
棋
大
会

▼
日
時　

11
月
３
日（
水
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
町
旧
保
健
セ
ン
タ
ー　

２
階　

健
康
増
進
室

▼
参
加
費

 

一 

般　

１
，
０
０
０
円（
弁
当
付
）

女
性・学
生　

無
料（
弁
当
付
５
０
０
円
）

当
日
参
加 

５
０
０
円（
弁
当
な
し
）

▼
試
合
方
法　

　

自
己
申
告
に
よ
る
ク
ラ
ス
別
予
選
後

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

Ａ
ク
ラ
ス　
２
段
以
上

Ｂ
ク
ラ
ス　

初
段
・
１
級
・
２
級

Ｃ
ク
ラ
ス　
３
級
以
下

▼
入
賞　

各
ク
ラ
ス
優
勝
・
準
優
勝
・

３
位

▼
申
し
込
み
方
法

事
務
局
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

10
月
29
日（
金
）

▼
申
込
先

〒
７
９
１
―
３
１
０
２

松
前
町
北
黒
田
４
６
５
―
２

松
前
町
将
棋
倶
楽
部
事
務
局

会
長　
　

竹
田
義
夫

☎
９
８
５
―
１
３
３
４

松
前
町
将
棋
・
囲
碁
・
俳
句

大
会 募 

集

副
会
長　

玉
井
勝
喜

☎
９
８
４
―
６
５
０
７

松
前
町
囲
碁
大
会

▼
日
時　

11
月
７
日（
日
）９
時
～　

▼
場
所　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　
２

階　
ふ
る
さ
と
学
習
室

▼
参
加
費  

１
，
０
０
０
円(

昼
食
代
込)

▼
申
し
込
み
方
法

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
段
・
級
位
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
80
人
）。

▼
締
め
切
り　

11
月
１
日（
月
）

▼
申
込
先

〒
７
９
１
―
３
１
６
１　

松
前
町
神
崎
22
―
15

囲
碁
部
会
長　

今
井
節
治

☎
９
８
４
―
１
８
３
７

松
前
町
俳
句
大
会

▼
日
時　

11
月
21
日（
日
）９
時
～
12
時

▼
場
所　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　
２

階　
ふ
れ
あ
い
展
示
室

▼
投
句
方
法

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
東
・
西
・

北
公
民
館
に
あ
る
投
句
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
投
句
数　

当
日
参
加
を
前
提
に一人
２
句
。

※
お
弁
当
が
必
要
な
人
は
投
句
用
紙
に

「
弁
当
必
要
」と
書
い
て
く
だ
さ
い（
弁

当
代
５
０
０
円
）。

▼
締
め
切
り　

10
月
31
日（
日
）

問
俳
句
部
理
事　

矢
田　

弘

☎
９
８
４
―
３
６
０
４

▼
日
時　

11
月
21
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
中
学
校
体
育
館

▼
種
別　

①
小
学
校
４
年
生
以
下
の
部　

②
小
学

生
５
・
６
年
生
の
部　

③
中
学
生
女
子

の
部　

④
中
学
生
男
子
の
部　

⑤
高
校

生
女
子
の
部　

⑥
高
校
生
男
子
の
部

▼
競
技
方
法　

個
人
戦

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
在
学
し

て
い
る
人

▼
締
め
切
り　

10
月
22
日（
金
）17
時

1
第
31
回
松
前
町
剣
道
錬
成

大
会

2
第
29
回
分
館
対
抗
レ
ク
バ

レ
ー
大
会

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先　

松
前
公
園
体
育
館
内

　
　

松
前
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
９
８
５
―
４
１
３
８

▼
日
時　

11
月
21
日（
日
）９
時
～

▼
場
所　

松
前
公
園
ア
リ
ー
ナ

▼
種
別　

①
女
性
の
部（
女
性
７
人
以
上
）

②
一
般
の
部（
男
性
２
人
・
女
性
４
人

以
上
で
合
計
７
人
以
上
）

※
女
性
・
一
般
の
部
と
も
、
コ
ー
ト
内

は
６
人
で
試
合

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
在
学
し

て
い
る
人

▼
締
め
切
り　

11
月
10
日（
水
）17
時

▼
代
表
者
会　

11
月
16
日（
火
）19
時

1 

2
共
通
事
項

▼
申
し
込
み
方
法

　

松
前
公
園
体
育
館
、
松
前
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
、
東
・
西
・
北
公
民
館
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

お
や
こ
元
気
ア
ッ
プ
！
事
業

in
松
前

　

あ
な
た
と
お
子
さ
ん
の
体
力
は
ど
れ

く
ら
い
で
し
ょ
う
？　

親
子
で
楽
し
く

運
動
し
、
か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

10
月
23
日（
土
）９
時
～
12
時

▼
場
所　

岡
田
小
学
校
体
育
館

▼
対
象　

幼
児
～
小
学
校
１
・
２
年
生

の
親
子（
子
ど
も
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

▼
持
参
物　

上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、

筆
記
用
具
な
ど

▼
定
員　

親
子　

40
組

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法　

住
所
、
保
護
者
の

氏
名
、
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
を
記
入

の
う
え
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

10
月
15
日（
金
）

▼
申
込
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛

媛
県
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
☎

９
６
３
―

１
９
９
３

Information　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Information

久万高原町の文化施設３館が、さまざまな
「モノ」を展示します。

専門の学芸員もやってきます。久万高原の
自然と文化を学びませんか？

問面河山岳博物館　☎ 0892-58-2130　

・ 
有
効
期
限
切
れ
は
処
分
を

問
県
薬
務
衛
生
課
薬
事
係　

☎
９
１
２
―
２
３
９
１ 

（
社
）愛
媛
県
薬
剤
師
会　

☎
９
４
１
― 

４
１
６
５

町立久万美術館・面河山岳博物館・久万高原天体観測館

久万高原町から
移動博物館が
エミフル MASAKI に
やってくる

10／17
日

10 時～ 18 時
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図
書館

松
前
町
ふ
る
さ
と

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

筒
井
６
３
３

☎
９
８
５

－

４
１
４
０

包
括支援

10
月
の
新
刊

◆
絵
で
見
る
十
字
軍
物
語
／
塩
野　

七
生

◆
ブ
レ
イ
ズ
メ
ス
１
９
９
０
／
海
堂　

尊

◆
三
千
枚
の
金
貨　

上
・
下
／
宮
本　

輝

◆
ゆ
ん
で
め
て
／
畠
中　

恵

◆
あ
ん
じ
ゅ
う
／
宮
部　

み
ゆ
き

◆
猫
物
語　

黒
／
西
尾　

維
新

◆
フ
ァ
ロ
ッ
ト
の
休
日
／
茅
田　

砂
胡

◆
悪
道
／
森
村　

誠
一

※
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

松
前
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

筒
井
７
１
０

－

１

☎
９
８
５

－

４
２
０
５

公共施設か　らのお便り

日時　　10 月 16 日㊏　11 時
場所　　文化センター２階
　　　　第２研修室
絵本や紙しばい、パネルシアターなど
を使って毎回楽しいおはなしをします。
皆さん、ぜひ来てみてください。

10 月のふるさとライブラリー

○開館時間　9 時 30 分～ 19 時
○休館日　　10 月 31 日㊐

おはなしかい

心
地
よ
く
眠
れ
て
ま
す
か
？

加
齢
と
と
も
に
、
早
寝
早
起
き
に
な
る
、
眠
り
が

浅
い
な
ど
睡
眠
が
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 　

こ
れ

ら
は
、加
齢
に
よ
る「
体
内
時
計
」の
変
化
の
影
響
で
す
。

　　▼
睡
眠
の
質
を
上
げ
る
た
め
に

①
生
活
習
慣
を
整
え
る

・
朝
の
太
陽
を
十
分
に
浴
び
、
午
前
中
に
適
度
な
運
動

を
し
て
体
を
目
覚
め
さ
せ
る
。

・
３
度
の
規
則
正
し
い
食
事
を
す
る
。

・
昼
は
活
動
す
る
た
め
に
明
る
い
環
境
に
し
、
夜
は
眠

る
た
め
に
暗
い
環
境
に
す
る
な
ど
変
化
を
つ
け
る
。

②
ぐ
っ
す
り
眠
り
、
す
っ
き
り
目
覚
め
る

・
無
理
し
て
眠
ら
ず
、
眠
気
が
出
た
ら
床
に
つ
く
。

・
朝
方
に
目
が
覚
め
、
二
度
寝
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
無
理
を
せ
ず
朝
の
時
間
を
有
意
義
に
使
う
。

　

質
の
良
い
睡
眠
は
心
身
の
健
康
を
保
ち
、
生
活
に
影

響
し
ま
す
。
ぜ
ひ
睡
眠
に
つ
い
て
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

体
内
時
計

　

脳
の
視
床
下
部
に
あ
り
ま
す
。
朝
起
き
て
か
ら
夜

眠
る
ま
で
の
基
本
的
な
生
活
の
流
れ（
起
き
る
・
食

べ
る
・
寝
る
な
ど
）を
作
り
、
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ

ン
分
泌
な
ど
の
生
体
リ
ズ
ム
を
調
整
し
ま
す
。

西
公民館

北
黒
田
９
６
６
―
２

☎
９
８
４

－

５
３
１
３

東
公民館

神
崎
２
１
０

☎
９
８
４

－

１
１
５
９

北
公民館

昌
農
内
４
５
６
―
１

☎
９
８
４

－

７
５
２
９

～
某
テ
レ
ビ
局
も
取
材
予
定
の
伝
統
の
料
理
教
室
～

８
月
７
日
、
本
年
度
１
回
目
の
『
男
の
料
理
教
室
』

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
自
称
『
腕
に
覚
え
が

あ
る
男
た
ち
』17
人
が
名
乗
り
を
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
お
品
書
き
は
『
豚
ヒ
レ
肉
の
梅
肉
ソ
テ
ー
』

『
ず
ん
だ
あ
え
』『
ア
ボ
ガ
ド
の
わ
さ
び
醤
油
あ
え
』
と
、

な
か
な
か
の
高
難
度
！　

し
か
し
、
そ
こ
は
男
の
料

理
。
鎌
倉
先
生
の
テ
キ
パ
キ
し
た
指
導
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
せ
っ
か
ち･･･

い
え
い
え
、
思
い
切
り
の
良
さ

で
バ
ッ
チ
リ
予
定
時
間
よ
り
早
く
完
成
。
昼
食
を
兼
ね

た
試
食
タ
イ
ム
で
は
、
料
理
の
出
来
栄
え
を
自
画
自
賛

し
つ
つ
、
校
区
や
年
代
を
越
え
て
集
ま
っ
た
男
た
ち
の

会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
日
差
し
の
強
い
中
、
二
学
期
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
西
公
民
館
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
一

人
ず
つ
お
話
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
に
本
を
読
み
、
夢

中
に
な
っ
て
友
達
の
読
ん
で
く
れ
る
お
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
本
離
れ
を
聞
き
ま
す
。
こ
う

い
う
読
み
聞
か
せ
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
強
制
さ
れ
な
い
で
自
分
た
ち
で

進
ん
で
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
本
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

８
月
４
、５
日
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
や
大
き
さ
の
石

に
好
き
な
物
を
思
い
思
い
に
描
く
『
石
の
ア
ー
ト
』
を
、

８
月
11
、
12
日
に
、
ガ
チ
ャ
ポ
ン
の
空
容
器
に
紙
粘
土

を
貼
っ
て
、起
上
り
こ
ぼ
し
を
作
る『
ガ
チ
ャ
ポ
ン
ア
ー

ト
』
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
以
上
に
大
勢
の
小
・
中
学
生
や
保
護
者
が
参

加
し
て
く
れ
た
今
年
。
皆
さ
ん
、
自
由
な
発
想
で
ど
ん

ど
ん
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
い
っ
ぱ
い
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

北
公
民
館
で
審
査
し
て
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
賞
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
北
条
ユ
ネ
ス
コ
の

「
小
石
の
芸
術
展
」
や
ま
さ
き
文
化
祭
に
も
展
示
す
る

の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

お
話
の
読
み
聞
か
せ

男 

の
料
理
教
室調

理
は
じ
め
！

我
ら
未
来
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ヒコベエ
藤原正彦著 / 講談社

乙女の密告
赤染晶子著 / 新潮社

京都の大学で「アンネの日記」を教
材にドイツ語を学ぶ乙女たち。バッ
ハマン教授のもと、スピーチコンテ
ストに向け励むが教授と女学生の間
に噂が流れ…。第 143 回芥川賞受賞。

岩崎弥太郎
小西聖一著 / 理論社

逆境に負けず、失敗を恐れず、自分
を信じて、道しるべなき時代を駆
け抜けた岩崎弥太郎。その生涯と、
歴史の大きな曲り角にさしかかって
いた幕末の日本の時代を伝える。

海をわたる被爆ピアノ
矢川光則著 / 講談社

広島のピアノ調律師が平和への意識
に目覚めたのは、被爆ピアノとの偶
然の出会い。2010 年 9 月 11 日、被
爆ピアノは海をわたり、ニューヨー
クでその音色を響かせる…。

日本中が貧しかった昭和 20 年代に、
明るく逞しい腕白小僧がいた。豊か
な人間性の礎を築いた自らの幼少期
を、父・新田次郎のエピソードなど
を交えながら描く。
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１歳です。よろしくね

Smile &  Smile       

頑張る子どもたちを紹介します

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～

Boys&Girls,Be Ambitious!

問　松前史談会（鷲野）☎ 984-5439

65

稲
い な だ

田　創
そ う た

太 くん
西古泉
平成 21 年 10 月 23 日生

（父）宏さん
（母）小百合さん

何でも手に持ちフリフリ！部
屋中ハイハイお掃除上手！？

宮
み や き

木　陸
り く と

翔 くん
宗意原
平成 21 年 10 月 4 日生

（父）鉄平さん
（母）希恵さん

誕生日おめでとう♥元気にす
くすく育ってね！！

兵
ひょうどう

頭　橙
と わ

和 ちゃん
筒井
平成 21 年 10 月 2 日生

（父）和也さん
（母）美恵さん

いつも笑顔で元気に育って
ね。

おうちで給食

ごま味いりこ

◦ 作り方 ◦

１

２

いりごまと小煮干しをフライパンでから
炒りする。

調味料を加え、最後に青のりをふりかけ
る。

◦ 材料 ◦　（4 人分）

小 煮 干し………………20g
いりごま…………小さじ 1
青のり……………小さじ 1
砂糖………………小さじ 1
濃い口しょうゆ………少々
みりん…………………少々

recipe

25

橘
たちばな

　みりあ ちゃん
恵久美
平成 21 年 10 月 31 日生

（父）正登さん
（母）礼美さん

生まれてくれてありがとう♥
あなたの笑顔が元気の源！！

木
きのした

下　結
ゆ う と

斗 くん
北川原
平成 21 年 10 月 9 日生

（父）幸治さん
（母）早紀さん

１歳おめでとう！お兄ちゃんと
たくさん遊んでね。

背景が明るい横長の写真（デジタルデ
ータも可）を持参してください。
＊先着 6 人です。

募集期間　10 月 1 日㊎～ 10 月 15 日㊎

▼総務課広報情報係　☎ 985-4132

12 月に１歳になるお子さん募集

 Point ◦子どものおやつにも最適です。
◦給食では、松前町産の小煮干しを使用しています。
◦ご家庭でも地産地消を推進しましょう。

　加藤嘉明が松前城から松山城へ移ったのは、慶長８
（1603）年。この時、水軍の拠点としたのが三津の繁栄の

始まりである。明治以降、三津は町名変更と合併を繰り
返し、北松前町・南松前町などの古い町名は地図上なくなっ
たが、住民の生活の中には生き続けている。新町横丁や
稲荷新地は町外のオールドボーイにも懐かしいという。
　現在の大規模な施設は、お茶屋・船奉行所・町奉行所
などの跡地である。新浜塩田跡地は、競馬場になった歴
史もあるが、広大な住宅地になっている。小丸山の塩神社、
塩田に塩水の引き込みをした遺構もある。女子師範学校
があったことも忘れてはならない。
　昭和 15（1940）年に松山市と合併するまでは三津浜町
として独自の発展をとげ、戦災を免れた街並みは、当時の
繁栄とロマンを感じさせる。大きな蔵付の醤油屋や大屋
根の船具商、緑青のふいた銅版を軒壁一面に張った商家、
一畳もありそうな一枚石を腰板にした元銀行、当時は珍し
い大理石造りの船会社のビルなど贅を尽くした建物が、今
も使用されている。
　句碑や “ きせんのりば “ の石碑などのある小公園も数多
いが、平成船手組に教えてもらわないと通り過ぎた場所も
あった。明治 44 （1911）年、“ 道後六角堂 ”と “ 三津江の口 ”
間に松山電気軌道会社が開通し伊予鉄道と激しい競争が
おきたが、その終点跡地である。まだまだ見たりぬ街で
ある。

三津“松前町”を訪ねるⅡ

1軒壁の銅版の緑青が美
しい。２階は資料室(公開）。
　
2大原其戎居宅跡碑のあ
る公園。

10 月のふるさと歴史散歩は休みます。　

松前小学校５年生の山田駿介くん。８月７日に
行われたまさき町夏祭りのはんぎり競漕男子の
部で、３位に入賞した男の子です。

はんぎりに出場できるのは各学校 11 人。松前
小学校では、希望者を募って数日練習をした後
記録の上位 11 人が選手となります。「水泳が得
意だから、はんぎりも得意な気がして希望しまし
た」と話す駿介くん。コツをつかむのが難しい
はんぎりですが、駿介くんの思い通り、最初から
上手く進むことができたと言います。けれど選手
に選ばれてからはタイムが伸び悩んだことも。「彼
のすごいところは、スランプになってもあきらめ
ずに一生懸命練習したこと」と先生は話します。

「あきらめたら全部終わってしまうから。あきら
めないことが大事だと思います」と駿介くん。

本番では、予選で１位となって決勝へ。「友達
と一緒に練習を頑張ってきたけど、大会では勝
ちたかった。決勝は他の学校の選手が強かった
けど頑張りました。3 位になれてうれしかったで
す」とまぶしい笑顔で話してくれました。

はんぎり競漕で３位入賞

山田　駿介 くん  松前小５年・南黒田
Yamada  Syunsuke

1
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■松前町ホームページアドレス　http://www.town.masaki.ehime.jp/　■携帯電話　http://www.town.masaki.ehime.jp/i/
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今
月
の
表
紙
は
高
齢
者
見
守

り
推
進
員
の
沖
峰
子
さ
ん
と
沖

サ
ヨ
子
さ
ん
。
特
集
の
取
材
中

に「
自
然
と
み
ん
な
が
集
ま
る
、

理
想
の
サ
ロ
ン
が
あ
る
よ
」
と

峰
子
さ
ん
に
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
の
が
、
サ
ヨ
子
さ
ん
の
家
で

し
た
。

　

５
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
そ
の
と

き
の
様
子
。「
農
作
業
の
帰
り

に
ち
ょ
っ
と
休
憩
」「
サ
ヨ
ち

ゃ
ん
ち
で
お
昼
寝
」「
カ
ラ
オ

ケ
が
し
た
く
て
」「
み
ん
な
に

会
い
た
く
て
」。
サ
ヨ
子
さ
ん

の
家
に
は
、
毎
日
、
次
か
ら
次

へ
と
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

し
ゃ
べ
っ
て
、
歌
っ
て
、
笑

っ
て
。
サ
ヨ
子
さ
ん
の
家
に
来

る
の
が
楽
し
み
で
し
ょ
う
が
な

い
と
話
す
皆
さ
ん
。
わ
た
し
も

一
緒
に
お
話
し
し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

　
「
１
回
き
り
の
人
生
。
ど
れ

だ
け
人
に
出
会
え
る
か
よ
ね
」

峰
子
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
本
当

に
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

松
前
町
に
住
む
大
勢
の
人
に

出
会
う
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
カ

メ
ラ
片
手
に
走
り
回
り
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
高
橋
）

ってこーわい

　　ってこーわい
行

会 No. 25

「岡田スポーツ少年団」
仲間の笑顔がそばにある
この時間を大切に

作りませんか？住基カード

発行手数料 500 円が
今なら無料です。

（平成 23 年 3 月 31 日まで）

問町民課住民係 ☎ 985-4105

有料広告募集中

掲載場所　裏表紙の最下段　　　
広告料　     20,000 円／枠（1 か月）
大きさ　　縦 40㎜×横 60㎜　 　
カラー　     フルカラー

問総務課広報情報係 ☎ 985-4132

　岡田スポーツ少年団は、６年生 14 人、５年
生 11 人、４年生以下 11 人の大チームです。
お父さんコーチのもと、主に岡田小学校の運動
場で練習に励んでいます。
　練習は週末だけ。短い練習の中で、一戦一戦
全力で戦えるよう全員で頑張っています。
　「チームの中で、時にはけんかもあるけれど、
みんなが辞めずに続けることができるのは、
チームの仲間がいるからです。そして家族のみ
んなが協力してくれるからです」とキャプテン
の山本佳希くんは力強く話します。
　今年５月 29 日、愛媛県小学生ソフトボール
大会でチームは３位となり、７月 24 日には、
西日本小学生大会に初出場しました。大会で勝
利することはできませんでしたが、子どもたち
は、その悔しさを胸に、今、ますます練習に打
ち込んでいます。
　最後に、チームの目標を聞かせてくれました。
「ぼくたちは、周りの人たちへの感謝の気持

ちを忘れず、ソフトボールを通じてチームワー
クの大切さを学びたいと思います。そして、仲
間の笑顔がそばにあるこの時間を、大切にして
いきたいと思います」

１

１　試合では、円陣
を組んで気合を入れ
る
２　 メ ン バ ー 全 員
が、チームメイトを
はじめ、周りの人た
ちを思いやる気持ち
を忘れない

１

２


